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  研究要旨 

レストレスレッグス症候群（Restress legs syndrome, RLS）患者における中
枢神経感作の実態を評価し、中枢神経感作に着目した患者ケアの必要性につい
て疾患重症度および患者背景との関連を含めて検討する。 

 

 

       Ａ．研究目的 
「種々の症状を呈する難治性疾患にお
ける中枢神経感作の役割の解明とそれ
による患者ケアの向上」の一環として、
本研究ではRLS患者における中枢神経
感作の実態を縦断的・横断的に調査し、
RLSと中枢神経感作の関連について評
価することにより、どのようなRLS患
者に対して中枢神経感作に着目した患
者ケアの必要性があるかを検討するこ
とを目的とした。 

 
       Ｂ．研究方法 

①未治療RLS患者②治療継続中のRLS
患者を対象として、班研究共通の調査票
（Central sensitization inventory日本
語版・簡易疼痛調査用紙・Patient 
health questionnaire日本語版）とRLS
および睡眠について評価を行う目的に
て当院独自の調査票（Pittsberg sleep 
quality index日本語版・International 
restress legs syndrome study froup 
rating scale日本語版）および診断時の
検査結果（Suggester immobilization 
test）を用いて調査を行う。①について
は2018年6月1日より調査を開始し、対
象者へ治療開始前と治療開始6か月後の
合計2回、調査票の記入を依頼する。②
については2019年3月1日より調査を開
始し、外来通院時に1回のみ調査票の記
入を依頼する。①の調査結果から未治療
RLS患者における中枢神経感作の実態
および治療開始前後の中枢神経感作の
変化を評価し、②の調査結果からはCSI
スコア上昇者の背景解析を行う。 

 
       （倫理面への配慮） 

班研究全体としては研究代表施設であ
る獨協医科大学臨床研究倫理審査委員
会の承認（2018年3月・整理番号 第
R-7-3号）を得ており、加えて当施設で
の実施内容については公益財団法人神
経研究所倫理審査委員会の承認（2018
年3月・研究申請番号 161号）を得て 

 
 

実施する。研究参加は対象者の自由意
思に基づき、研究参加により調査票回
答に時間的負担を生じること、身体的
侵襲はないこと、研究に不参加の場合
や途中での参加を中止する場合にも対
象者には診療上の不利益がないことを
事前に説明し、書面による同意を得て
実施する。研究成果の公表に際しては
個人情報を含まず、研究データは匿名
化して扱う。 
 
Ｃ．研究結果 
①未治療RLS患者は2018年6月1日よ
り調査を開始し、2019年3月5日現在で
治療開始前の調査に36名（目標サンプ
ル数50名）の研究協力を得た。中間解
析により、RLSの重症度を反映する
International restress legs syndrome 
study froup rating scale 日本語版
（ IRLS ） の 得 点 と Central 
sensitization inventory 日 本 語 版
（CSI）の得点は正の相関を示し、RLS
最重症群とRLS中等症群および重症群
を群間比較したところ、CSI得点に有
意差を認めた。36名全体のIRLS得点は
24.8±15.6点、CSI得点は30.7±32.5点で
あり、CSI得点がSubclinicalの症例は
約半数認められた。（①の治療開始6
か月後については現在7名の調査協力
を得ている。②治療継続中のRLS患者
を対象とした調査については目標サン
プル数を150名とし、2019年3月1日よ
り調査開始し、現在43名の調査協力を
得ている。） 
 
Ｄ．考察 
未治療RLS患者36名の約半数のCSIス
コアはSubclinicalなレベルであり、RL
S患者については中枢神経感作の関与
が強くない症例も含まれることが示唆
された。一方でRLS重症度とIRLS得点
には正の相関を認め、IRLS最重症群で
は中等症・重症群と比し有意にCSI得点
が高かったことから、今後、中枢神経 

 
  



 
                                               

感作を生じやすいRLS患者についての
背景解析が必要と考える。中枢神経感
作に着目した患者ケアの必要性を検討
するためには、一般健常人のCSIスコア
の把握および一般健常人群とIRLS重症
度群との比較検討が望ましいと考え
る。 
 
Ｅ．結論 
（今後、他の調査項目も含め総合的に
検討を進めることで結論をだしたい。） 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
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